
計画の作成・提出に関するよくある質問 電力広域的運営推進機関　　　2022/11/22　更新

※本資料の「記載要領」とは当機関HP掲載の「発電計画等受領業務ビジネスプロトコル標準規格（計画値同時同量編）記載要領」を指します

No 分類 質問 回答

1-1

計画提出の準備
（システム利用申請）

広域機関システムの利用申請方法を教えて欲しい。HP左上の専用シス
テム⇒広域機関システム（会員専用） を押下すると「お使いの端末では
当システムを利用できません」と表示されてしまう。

・以下URL内の申込書をダウンロードし、メールでお申込みください。
http://www.occto.or.jp/occtosystem2/riyoushinsei/index.html
・広域機関システムの利用申請後に発行されるユーザIDとパスワードでログインできるようになります。
なお、計画提出までには以下のステップが必要です。
事業者コード申請⇒クライアント証明書取得⇒広域機関システム利用申請⇒マスタデータ登録⇒各種計画提出
（参考）会員加入手続きからシステム利用までの流れ
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/flow.html

1-2
計画提出の準備 電気事業の開始から計画提出までのフローが知りたい。 以下URL内の「電気事業の開始から計画提出までの手続き」をご参照ください。

https://www.occto.or.jp/occtosystem2/index.html

1-3
計画提出の準備
（自己託送）

自己託送に関する計画提出までのフローが知りたい。 以下URL内の自己託送を開始する方の手続き（スタートアップガイド）をご確認ください。
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/index.html

1-4
計画提出の準備
（JX手順・Web-API）

計画提出をJX手順またはWeb-APIにて実施したいと考えている。仕様書
等は公表されているか。

以下URL先をご確認ください。
（参考）広域機関システムとの連携に関する規格・仕様等
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/kikaku_shiyou/index.html

1-5

計画提出の準備
（パスワードロック・ログイン不可）

パスワードロックを解除してほしい。ログインできない。 ・管理者ユーザ以外の場合：　自社の管理者ユーザにパスワード再発行を依頼してください。管理者ユーザの方は、操作
マニュアル「ユーザ管理」の「1.3 ユーザ情報編集・削除」に従って、パスワードの再発行をお願いします。
・管理者ユーザの場合：　当機関までご連絡ください。なお、当機関は営業時間外（平日の9時～17時40分以外）の対応は
できません。
※ 1事業者・複数ユーザ登録が可能です。ユーザを複数登録しておけば、パスワードがロックされても、別IDでの操作・計
画提出が可能です。
（参考）アカウントロックを解除してほしい。ログインできない。
http://www.occto.or.jp/otoiawase/login_password.html

1-6
計画提出の準備
（システム利用不可）

以下のような場合、システム外で計画を提出することは可能か。
・計画提出期限までに広域機関システムの利用登録が完了しない
・電子証明書の有効期限切れによりシステムが利用できない

システム外での計画提出はできません。

1-7

計画提出の準備
（クライアント証明書）

事業者Aが事業者Bに対して計画提出業務を委託している場合、事業者
Bが持っているクライアント証明書・JX手順利用情報を用いて、事業者A
の計画提出（送信）をすることは可能か。
また、事業者Bに対する不整合通知などの広域機関からのメッセージ
は、事業者AのJX手順で受信可能か。

クライアント証明書、JX手順利用情報にはそれぞれ事業者コードを特定する情報が含まれています。
事業者コードが不一致となると、広域機関システムで提出エラーとなるため、事業者Bが持っているクライアント証明書・JX
手順利用情報を用いて事業者Aの計画提出をすることはできません。
事業者Aが事業者Bに対して計画提出業務を委託する場合でも、事業者Aのクライアント証明書・JX手順利用情報を使用し
て事業者Aの計画提出をする必要があります。
不整合通知などの当機関からのメッセージについても同様に該当事業者のクライアント証明書・JX手順利用情報を持つJX
手順システムより取得可能です。

1-8

計画提出の準備
（マスタ登録）

取得した事業者コードは、小売電気事業者、発電事業者の両方での使
用が可能とあるが、小売用と発電用で別々に事業者コードを取得するこ
とは可能か。

取得する事業者コードは、原則１つです。
※小売・発電用に事業者コードを取得済みの場合でも、需要抑制計画を提出する場合は、ライセンス区分：区分なし（需要
抑制）の事業者コードが別途必要です。
（参考）マスタ申請・登録の手引き「9.留意事項(3)事業者コードの登録が複数必要なケースについて」
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/index.html

1-9
計画提出の準備
（マスタ登録）

1発電契約者が複数の「計画提出者コード」を発番することは可能か。 1発電契約者につき、1計画提出者コードとなります。

1-10
計画提出の準備
（マスタ登録）

発電所マスタの申請から系統コードの発番までどれくらいの期間がかか
るか。

発電所マスタ申請については、当機関の確認期間※に加え、一般送配電事業者の系統コード発行に5営業日程度が別途
かかります。※各マスタ申請について、通常5営業日程度（記載誤りなどがあると、さらに期間が必要）。

1-11

計画提出の準備
（マスタ登録）

計画を提出している事業者が事業譲渡する場合、広域機関に提出して
いるコード等に変更は必要となるのか。

以下URL内の資料をご参照ください。
マスタ申請・登録に関するよくあるお問い合わせ(8)
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/master_shinsei_touroku/index.html

1-12
計画提出の準備
（マスタ登録）

計画提出の代行事業者がマスタの登録を行う場合、登録の際の申請者
名やメールアドレスは代行事業者の情報を入力すれば良いのか。

事業者マスタは、登録する事業者の連絡先の入力をお願いいたします。
なお、事業者マスタの登録通知については、メールで申請された送信者(CC含む)に通知いたします。

1-13
計画提出の準備
（マスタ登録）

マスタ登録の進捗状況を確認したい。 受付順で対応します。5営業日以上経過しても登録通知が無い場合、マスタ問合せ窓口へご連絡ください。

1-14
計画提出の準備
（マスタ登録）

発電販売・需要調達計画マスタにて取引先情報のコード設定で市場取
引コード（前日スポット：JSPT3、１時間前：J1HR3）を登録したいが、マス
タ検索をしても当該コードが出てこない。

検索時に東京エリアを選択し、検索をしてください（東京エリア以外で市場取引を行う場合も東京エリアを選択の上で検
索）。

1-15
計画提出の準備
（マスタ登録）

マスタ登録について、大型連休（GW）や年末年始等の取扱いを教えて欲
しい。

GWや年末年始のマスタ登録スケジュールは、毎年2～3月頃にHPで公表しますのでご確認ください。なお、至急のご依頼を
いただいても対応が難しく、余裕を持った申請をお願いします。

1-16

計画提出の準備
（マスタ登録）

BGコードの発番申請をする前に、事業者側で想定しているBG組成が可
能か確認したい。

BG組成に関しては、一般送配電事業者との託送供給契約等に基づきご判断いただく必要がありますので、契約エリアの
一般送配電事業者へお問い合わせください。
（参考）マスタ申請・登録の手引き「各マスタのデータ項目と登録上の注意点(B)」
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/master_shinsei_touroku/index.html

1-17

計画提出の準備
（マスタ登録）

発電所マスタ（系統コード）の発番申請をする前に、事業者側で想定して
いる発番が可能か確認したい。
例：同一発電所で系統コードを複数発番することは可能か　等

発電所マスタ（系統コード）に関しては、コードを発行している一般送配電事業者へお問い合わせください。
（参考）マスタ申請・登録の手引き「各マスタのデータ項目と登録上の注意点(C)」
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/master_shinsei_touroku/index.html

1-18

計画提出の準備
（記載要領）

計画の記載要領はどこで入手できるのか。 以下URLよりダウンロード可能です。
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/kisaiyouryou/kisai_sonota.html
・発電計画等受領業務ビジネスプロトコル標準規格（計画値同時同量編）記載要領
・需要抑制計画等受領業務ビジネスプロトコル標準規格 記載要領

1-19
計画提出の準備
（提出期限）

各種計画（発電販売計画、需要調達計画及び需要抑制計画）の提出期
限を教えてほしい。

計画提出期限は当機関の送配電等業務指針の第138条、第139条をご確認ください。
https://www.occto.or.jp/article/

1-20

計画提出の準備
（提出期限）

これから電気事業を開始しようとしている。いつから計画提出の必要が
あるか。また、提出期限が過ぎている計画は提出不要か。

・発電量調整供給契約や託送供給契約を締結した時点から計画の提出義務が発生します。各提出期限（計画変更期限含
む）に間に合わない場合は、準備が整った時点でシステムでの提出をお願いします。
なお、託送供給契約にも関わると思われますので、一般送配電事業者にもご確認ください。
・提出期限が過ぎている年間計画、月間計画、週間計画については、期限が過ぎた日付の計画はブランク(空白)として変
更期限に合わせて提出をお願いいたします。

1-21

計画提出の準備
（変更期限）

計画提出期限後の計画変更はいつまで可能か。 変更計画の提出期限は以下の通りです。
・年間計画:計画変更月の前々月 15 日 17 時まで
・月間計画:計画変更週初日の前々週火曜 17 時まで
・週間計画:計画変更日の前々日 12 時まで
・翌日計画: 受給日前日17時からゲートクローズ※までに提出
※当日の計画提出期限（30分ごとの実需給の開始時刻の1時間前）

1-22
計画提出の準備
（先行提出）

計画の提出開始可能時期を教えて欲しい。 提出期限前の先行提出は翌年度末分まで可能です。

1-23
計画提出の準備 JEPXへの売電のみの工場がある。市場に売らない（売れない）日も計画

提出が必要か。
JEPXへ売電しない日の計画も提出が必要です。

1-24
計画提出の準備 発電販売計画や需要調達計画の翌日計画の計画値が全てゼロの場

合、その計画自体、提出の必要はあるか。
発電量調整供給契約や託送供給契約の契約期間中であれば、計画の提出義務が発生します。計画値に関わらず、計画
をご提出ください。

1-25

計画提出の準備 入力する数値について問題がないか、計画ファイルを確認してもらうこと
は可能か。

計画ファイルの確認は実施しておりません。入力支援ツールをご使用の場合、計画値XML出力ボタン押下時に自動チェッ
クが働きますので、こちらをご活用下さい。また、記載要領に入力方法、記載例、入力間違い例等を掲載していますので、
こちらもご確認ください。

1-26

計画提出の準備
（入力支援ツール）

入力支援ツールを利用すると以下のエラーとなる。
「このブックでマクロが使用できないか、またはすべてのマクロが無効に
なっている可能性があります。」

マクロが無効になっている可能性がありますので、以下の操作をお試しください。
（参考）広域機関システム操作マニュアル　入力支援ツール（発電計画等）
1.2.2 マクロが無効な場合
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/manual.html

1-27

計画提出の準備
（入力支援ツール）

入力支援ツールが正常に動作しない端末がある ご利用のエクセルのバージョンが動作保証外の可能性がございます。入力支援ツールの動作保証としているエクセルバー
ジョンにてご利用ください。
（参考）広域機関システム利用規約　2.9. 本システム利用の環境
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/riyoushinsei/index.html
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1-28

計画提出の準備
（入力支援ツール）

入力支援ツールが正常に動作しない。 以下をお試しください
1、最新の入力支援ツールをダウンロードして再実行
（参考）広域機関システム操作マニュアル　計画管理（発電事業者、小売電気事業者等用）
「3.入力支援ツールダウンロード 」
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/manual.html

2、入力支援ツールやXMLファイルをPC内のローカルディスクに保存し実行
ネットワークドライブ上のファイルを選択したことが原因の場合、
入力支援ツールやXMLファイルをPC内のローカルディスクに保存し実行することで
エラーが解消する可能性があります。

上記で解消しない場合、エラー原因調査のため、下記の情報をご提供ください。
-----------------------------------------------------------
(1)OS情報
 (Windowsマークを右クリック＞「システム」を押下＞ 「バージョン情報」-「Windowsの仕様」に記載の情報)
 ・エディション：
 ・バージョン：
 ・OSビルド：

(2)Excel情報(Excelを起動＞「ファイル」-「アカウント」-「Excelのバージョン情報」 に記載の情報)
・バージョン：
・MSO：
・ビット数：

(3)計画ファイルの選択時に指定したフルパス
(例:C:\Users\username\Desktop など)
-----------------------------------------------------------
[お問い合わせ先]
https://www.occto.or.jp/otoiawase/occtosys/index.html

1-29

計画提出の準備
（メールアドレスの変更）

広域機関システムの通知に関するメールアドレスを追加・変更したい。 広域機関システムの以下の画面より追加・変更をお願いします。
1、「ユーザ管理」＞「ユーザ情報登録」＞「ユーザ情報一覧」画面
2、「計画管理」＞「メールアドレス登録」＞「メールアドレス登録」画面

2-1
計画提出共通 発電販売計画や需要調達計画の「運用モード」で「通常」と「テスト」が選

択できるようになっているが、「テスト」にすると、どのようなことが確認で
きるのか。

「運用モード」の「テスト」とは「疎通試験用」のモードであり、広域機関システムとの通信疎通が可能となりますが、計画を
受信しても提出エラーの扱いとなります。

2-2
計画提出共通
（単位）

計画値の最小単位を教えて欲しい。 単位は1kWまたは1kWhで、ゼロ以上の整数です。

2-3
計画提出共通
（単位）

1日48コマを入力する計画（翌日計画など）は、例えば、1,000kWは30分
単位では500kWhで良いか。

その通りです。
発電上限、発電下限も同じ（30分単位のkWh）です。広域機関システムでは同時最大受電電力との整合チェックを行います
が、「Σ発電計画（kWh/30分）×「2」≦同時最大受電電力（kW）」である必要があります。

2-4

計画提出共通
（提出状況の確認）

広域機関システムの「計画管理」＞「各種計画確認」＞「計画受付／結果
通知一覧」画面から、過去いつまでの発電販売計画等のダウンロードが
可能か。

ダウンロード実施日から5年前までの計画がダウンロード可能となります。
例：「2021/4/1」にダウンロード可能な計画は「2016/4/1」以降の計画となります。

2-5
計画提出共通
（提出状況の確認）

計画を提出し、「計画の登録通知」メールを受け取ったが、「計画受付／
結果通知一覧」画面で検索しても確認できない。

送受信日等の検索条件を設定のうえ、ご確認ください。

2-6
計画提出共通
（提出状況の確認）

計画の変更を行ったが、広域機関システムに登録されている最終的な計
画を確認することは可能か。

「計画管理」＞「各種計画確認」＞「登録計画一覧」画面より確認可能です。

2-7

計画提出共通 記載要領「4.1 計画値同時同量計画の記載例④」では、同一の取引先
コード（計画提出者コード）から2つの調達を行っている（「広域エネル
ギー（火力）」「広域エネルギー（FIT1）」）。同一の取引先コードをどのよう
に識別しているのか。

取引先コード毎の合計値で識別します。記載例では、「広域エネルギー（火力）」「広域エネルギー（FIT1）」は同一の取引先
コード（計画提出者コード）なので、合計値により識別します。

2-8
計画提出共通 記載要領「4.1 計画値同時同量計画の記載例④」において、調達計画内

訳No.1とNo.2を合算し、1銘柄として表記することは可能か。
可能です。

2-9
計画提出共通 各種計画を変更して再提出する際に、内訳については列を入れ替えて

提出することは可能か。
取引先コードが異なる場合は可能です。

2-10
計画提出共通 同一取引先コードが複数の内訳に分かれて記載している各種計画を再

提出する際に、列を入れ替えて提出することは可能か。
１つの計画ファイルの中に同一取引先コードを複数の列に記載して提出した後、　列の順番を入れ替えて計画変更をした
場合に予期しない挙動をする場合がありますので、このような計画変更はお控えください。

2-11
計画提出共通 1小売電気事業者で1需要BGを形成しており、需要BGの需要調達計画と

小売電気事業者の需要調達計画は全く同じとなるが、全く同じでも各々
（需要BGと小売電気事業者）記載する必要があるか。

必須項目のため、記載してください。

2-12

計画提出共通 2小売電気事業者で需要BGを形成しており、代表契約者が電気を調達し
需要BG内の契約者に電気を販売する場合、「小売電気事業者 内訳
No.1, 2」に代表契約者と契約者間の電気の取引を記載する必要はある
か。

必要です。送配電等業務指針第138条第5項で「代表契約者は、需要調達計画等を取りまとめて提出する際には、前項の
委任を受けた託送供給契約者ごとの需要調達計画等の内訳を記載しなければならない。」となっています。

2-13
計画提出共通
（前日スポット市場、1時間前市場）

以下のJEPXの取引先コード下一桁「3」はエリア毎に変更が必要か。
・JSPT3（前日スポット市場）
・J1HR3（1時間前市場）

変更は行わないでください。JEPXの取引先コードはJSPT3（前日スポット市場）、J1HR3（1時間前市場）で固定です。

2-14
計画提出共通
（先渡市場、ベースロード市場）

JEPXベースロード市場の約定時の記載方法は個別に何か有るのか。 ベースロード市場約定分はJEPXの先渡市場と同様に前日スポット市場を通じて、約定量の電気が受け渡しされるので、前
日スポット市場取引(JSPT3)として各種計画（年間・月間・週間）に反映ください。

2-15

計画提出共通
（分割番号）

記載要領「4.1計画値同時同量計画の記載例②③」 では分割番号が
「01」「02」となっているが、この記載ルールはどこを見たら良いのか。
FIT特例①以外の発電所は「01」、FIT特例①は「02」が正しい記載方法
か。

以下URL内の資料「発電計画等受領業務ビジネスプロトコル標準規格(計画値同時同量編)(P.30)」をご参照ください。「初期
番号は“00”、分割するファイル毎に“01”から昇順に付与」と説明があります。「01」はFIT特例①以外の発電所でしか使え
ないなどのルールはありません。
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/kikaku_shiyou/index.html

2-16

計画提出共通
（分割番号）

記載要領「4.1計画値同時同量計画の記載例②③」ではFIT特例①とそれ
以外が別シートで分割されているが、1つにまとめて提出することも可能
か。

「（翌日）発電販売計画」と「（翌日FIT）発電販売計画」に分けて提出も可能ですし、分けずに提出することも可能です。な
お、分けずに提出する場合は、FIT特例①のステータス管理のため「（翌日FIT）発電販売計画」を使用する必要があり、ス
テータス2の作成中はFIT特例①の発電BG以外の発電BGの計画変更ができないこと、ステータス1で販売・調達計画に入
力できないことなどの制約があります。

2-17
計画提出共通
（分割番号）

分割番号「00」の計画を提出した後、変更計画を分割番号「01」で提出し
た。その場合、分割番号「00」の計画は無効となり、分割番号「01」の計画
で上書きされる認識で良いか。

ファイルの分割番号のみ変更したファイルを提出した場合、前の計画と後で送った計画が加算(ダブルカウント)されます。
左記の場合、分割番号「00」のファイルの計画値をすべてゼロにして再提出してください。
（提出済の計画は削除ができないため、削除したい計画値をゼロで上書きする必要があります。）

2-18

計画提出共通 発電実績の仕訳について、JEPXへの入札分は、従来通り優先順位は最
前列の「0番」となり、小売電気事業者より先に電力量が充当される仕訳
になると考えて問題無いか。

JEPX販売分は、これまでは発電実績から「0番」みなしで仕訳を行っていましたが、計画値同時同量制に伴い発電側仕訳
でなく販売計画の１つとして扱われるようになりました。

2-19

計画提出共通
（提出エラー）

アップロードしようとすると「ファイル異常エラー」が発生した。 送信事業者コードとログインユーザの事業者コードが一致していないもしくは、送信事業者コードとクライアント証明書に設
定されている事業者コードが一致していないエラーです。
アップロードの際に生じたエラーは以下URL内の「操作マニュアル　計画管理（発電事業者、小売電気事業者等用）」の第2
章をご確認ください。
http://www.occto.or.jp/occtosystem2/manual.html

2-20

計画提出共通
（提出エラー）

「FITファイルアップロード権限エラー」で計画を送付できない。 「BG/計画提出者コード」の計画提出者コードに正しいコードが入力されていない場合（例：送信事業者の事業者コードと計
画提出者の事業者コードが同じ小売電気事業者でない、計画提出者コードに発電BGコードを入力、1桁目のエリア番号を
誤入力など）に、アップロード権限エラーとなります。
アップロードの際に生じたエラーは以下URL内の「操作マニュアル　計画管理（発電事業者、小売電気事業者等用）」の第2
章をご確認ください。
http://www.occto.or.jp/occtosystem2/manual.html

2-21

計画提出共通
（提出エラー）

計画内のデータ異常通知の「マスタとの不整合」は、どんな場合があるか
教えてほしい。

記載要領「5.1.計画内の整合性確認」をご確認ください。
例1：需要調達計画マスタ、発電販売計画マスタ等の「適用終了日」を過ぎた日付の計画を提出した。
例2：新たな発電BGを設定しBGマスタを新規登録後、発番されたBGコードを発電販売計画マスタ及び計画提出者マスタに
追加登録したが、発電販売計画マスタの契約識別番号1の追加登録を忘れた。

2-22

計画提出共通
（提出エラー）

「ERR_」から始まるファイルを確認したい。このERRファイルを確認できる
ツールはあるのか。

ERRファイルを読み込むツールはありません。
ERRファイルの内容については記載要領「6.2.1.2. 提出エラー(計画受付データ項目異常チェックでのエラー)」をご参照くださ
い。

3-1
年間・月間・週間計画 年間・月間・週間計画において、エリア間取引は翌日計画と同様に前日

スポット市場取引として記載して良いか。
年間・月間・週間計画におけるエリア間取引分については、特定契約などを元に、エリア外の取引先コード・取引量を記載
してください。

2 / 6



3-2

年間・月間・週間計画 年間・月間・週間計画の調達計画に、前日スポット市場取引、1時間前市
場取引で約定する分を入力する必要があるのか。

確実に供給力として見込めるものを記載していただく必要がありますので、前日スポット市場取引、1時間前市場取引は翌
日・当日計画以外には記載できません。ただし、先渡市場やベースロード市場の取引約定分は前日スポット市場取引に記
載できます。
なお、週間の発電販売計画において非調整電源の場合は、前日スポット市場の約定見込み量を記載する必要がありま
す。
詳細は説明会資料（2022年度以降の週間発電販売計画への前日スポット約定想定量織込みについて）をご参照ください。
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/oshirase/2021/220111_syukanhatsuden.html

4-1
年間・月間計画 年間・月間計画において、前日スポット市場約定予定分については、ゼ

ロとして提出するのか。
未約定の前日スポット市場取引分については、ゼロにてご提出ください。

4-2
年間・月間計画 年間・月間計画において、前日スポット市場及び1時間前市場取引は記

載できないとあるが、取引先コードは記載し、計画値はゼロ（もしくはブラ
ンク）とすることは可能か。

「取引先コードを記載し、計画値をゼロ（もしくはブランク）」での提出は可能です。

4-3
年間・月間計画 年間・月間計画において、調達計画に前日スポット市場・1時間前市場入

札分を設定しないと「調達過不足」がマイナスになるが問題ないのか。
年間・月間計画では、調達過不足がマイナスとなることはありえます。但し、翌日計画以降においては、当機関の送配電等
業務指針第138条（託送供給契約者による計画の提出）第3項で規定しているとおり、原則として一致するようにして頂く必
要があります。

4-4
年間・月間計画 年間・月間計画において、需要が最大となる時間で調達が最大とならな

い場合があるが、これに対して不整合は発生するのか。
年間・月間の需要調達計画については、需要の最大・最少の時刻にあわせて調達計画等を記入します。よって、需要の最
大値の時刻に調達が最大とならない場合があり、その事象による不整合は発生しません。

5-1

月間計画 月間計画の提出期限は、締切日（毎月1日）の翌月、翌々月の計画値を
提出するということでよいか。
例）
・2016/5/1締切りの月間計画値の対象月：2016/6、2016/7
・2016/6/1締切りの月間計画値の対象月：2016/7、2016/8

左記の例の通りです。系統情報サービスの「その他情報/各種情報参照/各種情報」から「計画提出関係」を選択し、
「20XX・20XX年度 各種計画に関する提出・公表スケジュールおよび休日相当として扱う日について」をご確認ください。

5-2

月間計画 月間計画を入力支援ツールで作成したところ、月毎に第1週から第6週ま
で計画を入力することになっている。
(1) 第1週の始まりは1日を含む土曜始まりと考えて良いか。
例：4月30日（土）、5月1日（日）…の場合、5月1日からが第1週か。
(2) 5月31日（火）が第5週となる場合、第6週の計画には何を記入すれば
良いか。

(1) 1週間の単位は土曜日～金曜日です。左記の例では、5月の第1週は5月1日（日）～5月6日（金）です。
(2) 左記の例のように第6週が存在しない週の計画は空欄で提出ください。また、週によっては平日のみや休日のみの場
合がありますが、この場合も該当のもの以外は空欄でご提出ください。なお、入力支援ツールにカレンダー取込機能を追
加しており、カレンダー取込を実施していただければ、入力不要の週について色が変わりますので、ご利用ください。
（参考）記載要領 1.1.4.時間断面「補足事項」

5-3
月間計画 翌月はA社、翌々月はB社と取引する予定である場合、月間計画はどの

ように記載すればよいか。
・A社は、翌月分の計画値を記載し、翌々月分の計画値はブランク(空白)としてください。
・B社は、翌月分の計画値はブランク(空白)とし、翌々月分の計画値を記載してください。

6-1

週間計画 7月1日から新たに調達を始める相対契約がある。週間の需要調達計画
で、この相対契約を6月30日まではブランク(空白)、7月1日からは値を入
れて提出したところ、計画内データ異常の通知が届き不受理となった。ど
うすれば良いのか。

週間の需要調達計画で、6月30日までブランク(空白)、7月1日から値を入れて提出が可能です。他の理由で「計画内データ
異常」となったと思われますので、xmlファイル等が正しいかご確認ください。
（参考）データ項目異常・計画内データ異常についてのチェック内容追加
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/oshirase/2016/170328_check_tsuika.html

6-2

週間計画 週間計画における広域機関が指定する2点の時刻について、土曜日が
祝日の場合は、土曜日と祝日どちらの指定時刻を入力すれば良いか。

土曜日が祝日の場合は、「日曜・祝日」として扱ってください。
なお、「平日」、「土曜日」、「日曜日・祝日」は、広域機関公表の「20XX年度各種計画 提出・公表スケジュール」を確認くださ
い。同スケジュールの「休日相当として扱う日」は「日曜日・祝日」 として扱ってください。

7-1
翌日・当日計画 前日スポット市場への販売について、通常取引分と特定紐付コード記載

分（自己託送に関わるエリア間取引）に分けても問題ないか。
前日スポット市場取引に関し、取引先コードJSPT3を複数に分けても（例：特定紐付けコード有り・無し）問題ありません。

7-2

翌日・当日計画 (翌日)発電販売計画に「優先順位」、「プロラタ」の入力欄があるが、これ
らは何か。

「優先順位」は、各社の託送供給等約款に記載される「受電地点の電力量の計量値の仕訳に係る順位」のことです。
優先順位が同じ値の場合に、同一優先順位として計画値按分(プロラタ)処理を行います。この際、端数の処理について指
定する順位のことを「プロラタ」といいます。
（参考）記載要領　1.1.7発電計画（内訳）
例：51kWhの発電計画があり、AとBの事業者が共に優先順位1で計画値25KWh、プロラタはAが1、Bが2の場合、Aは
26kWh、Bは25kWhと処理される。

7-3

翌日・当日計画 翌日計画に記載する申込番号は何を記載すればよいのか。 ・地域間連系線を利用しないで調達する場合
xx99999999999(13桁)(xxはエリアコード※)
 (例:関西電力エリア内取引なら、0699999999999)
・JEPX市場から調達する場合(前日スポット市場取引、1時間前市場取引共通)
W510099999999(13桁)
 
※エリアコードは以下の通り。 凡例:「エリアコード:エリア名」 「01:北海道」、「02:東北」、「03:東京」、「04:中部」、「05:北陸」、
「06:関西」、「07:中国」、「08:四国」、「09:九州」、「10:沖縄」

7-4

翌日・当日計画 需要調達計画では小売電気事業者を複数記載可能だが、翌日の需要
調達計画では複数の小売電気事業者の合計が需要ＢＧの計画と一致し
なければならないか。

一致しなければなりません。

7-5 翌日・当日計画 翌日計画から変更が無い場合でも、当日計画の提出は必要か。 不要です。

7-6 翌日・当日計画 当日計画のフォーマットは翌日計画と同じか。 当日計画は翌日計画と同じフォーマットです。

7-7
翌日・当日計画 翌日計画を提出したら「計画提出可能期間外」のメールが届き、計画提

出が間に合わなかった。どうしたら良いか。
前日17時以降に当日計画として提出してください。

7-8

翌日・当日計画 翌日計画提出時は調達過不足＝ゼロであっても、その後、発電トラブル
で調達計画が減る場合は、調達不足となる計画変更を行うことになるの
か。調達計画の通告変更をしないとインバランスを被るのか。

発電トラブルが発生すれば発電契約者は発電計画を下げますが、販売計画を変更するかどうか（取引先の調達計画を変
更してもらうか）は、取引関係の事業者間での契約等によります。計画値同時同量制度では発電側と需要側それぞれが計
画値に対する責任を負うものであり、発電トラブルで発電契約者は発電計画を下げますが、別の供給力を確保できれば販
売計画を変更する必要がなく、取引先となる小売電気事業者の調達計画も変更不要となります。
なお、エリア間取引の場合、発電トラブルによる供給力の減少分は、発電販売計画提出者による代替調達を原則としてお
ります。

7-9
翌日・当日計画
（出力抑制）

一般送配電事業者により自然変動電源の出力抑制が実施された場合、
抑制後の発電計画に変更した発電販売計画を再提出する必要はある
か。

優先給電ルールに基づき出力抑制が実施された場合、発電販売計画の修正、再提出は不要です。

7-10

翌日・当日計画
（出力抑制）

一般送配電事業者により自然変動電源を除く電源Ⅲの出力抑制が実施
された場合、抑制後の発電計画に変更した発電販売計画を再提出する
必要はあるか。

電源Ⅲ（一般送配電事業者からオンラインで調整できない火力電源等）についても、発電販売計画の修正、再提出は不要
です。

7-11

翌日・当日計画
（計画不整合）

不整合通知をWeb上で確認しXMLをダウンロードしたが、情報区分コード
が0151の入力支援ツールlがない。
また、Web画面のステータスが「結果通知確認中」、結果通知が「不整
合」と表示されているが、扱いとしては不整合のまま登録されたということ
でよいか。

情報区分コード0151の翌日発電・販売計画不整合通知メッセージは、（翌日）発電販売計画の入力支援ツールを使用しま
す。
入力支援ツールの「通知XML読込」ボタンを押下して翌日発電・販売計画不整合通知ファイルを読み込んでください。
なお、Web画面のステータスが左記の場合は、計画は不整合のまま登録されます。
（参考）広域機関システム操作マニュアル　入力支援ツール（発電計画等）
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/manual.html

7-12

翌日・当日計画
（計画不整合）

計画に不整合がある場合、計画の再提出が必要なのか、それとも、広域
機関システムで強制書換を行うのか。

計画に不整合がある場合、広域機関システムより不整合通知を行い、計画の修正・再提出を求めます。
・計画内不整合の場合、計画提出エラー（不受理）となります。
・計画間不整合の場合、計画は不整合のまま受理されます。（広域機関システムでは、整合性を確保するための計画値の
書き換えは行いません。）
詳細は記載要領の「5.計画の整合性確認について」をご参照ください。

7-13
翌日・当日計画
（計画不整合）

当社が販売計画の全コマをゼロで提出し、取引先が当社との調達計画
を記載しなかった場合、計画間不整合となるのか。

計画値が全コマゼロの場合は、当該計画の取引先が計画を提出していなくても不整合となりません。

7-14

翌日・当日計画
（計画不整合）

計画不整合のよくある事例と改善例を教えてほしい。 以下の資料をご参照ください。
・計画不整合のよくある事例・改善例について
http://www.occto.or.jp/occtosystem2/oshirase/2016/170117_jirei_kaizenrei.html
・記載要領　5.3 (翌日)計画値同時同量計画のよくある入力間違い

7-15
計画提出共通
（計画不整合）

「計画内のデータ異常通知（ファイル内における計画値の不整合）」や「計
画間の不整合通知」が届いたが原因の特定ができていない。各チェック
の詳細を確認したい。

記載要領「5.1.計画内の整合性確認」、「5.2.計画間の整合性確認」をご確認ください。

7-16

翌日・当日計画
（需要抑制計画）

抑制指令がない場合、需要抑制計画のベースラインはゼロで提出しても
良いか。

抑制指令がない(需要抑制計画BG計の抑制計画値抑制BG計がゼロ)場合は、ベースラインをゼロとすることを許容しま
す。
（参考）需要抑制計画等受領業務ビジネスプロトコル標準規格 記載要領 1.1.6.需要抑制計画BG計 「注意事項」
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/kisaiyouryou/kisai_sonota.html

8-1
FIT特例① FIT送配１（太陽光・風力）の電源についても月間・年間計画は必要なの

か。天候予測が難しく発電計画の作成が困難である。
一般送配電事業者と発電量調整供給契約を締結している場合、送配電等業務指針第139条に基づき、各種計画の提出が
必要になります。太陽光・風力発電所の場合、計画作成においては、記載要領の3.3.2　週間計画、月間計画、年間計画
をご確認ください。

8-2

FIT特例① FIT特例①作成用の計画に発電計画値を記載する場合、上限、下限には
何を入力すれば良いのか。

◆年間・月間・週間計画
記載要領「3.3.1　年間計画、月間計画、週間計画」　をご確認ください。
太陽光・風力については年間・月間計画と週間計画で内容が変わります。

◆翌日計画
・太陽光・風力：　発電計画値と同じ値
・水力・地熱・バイオマス：　発電可能な上下限値
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8-3
FIT特例① ＦＩＴ特例①計画の土・日・月曜日分を木曜に提出した場合、日・月曜日分

も受付けていただき、金曜日の12時までに土・日・月曜日分を翌日計画と
して提出可能か。

ステータス1は2年度分を事前に作成・登録が可能ですが、ステータス2は毎日（「前々日16時と前日6時」）、一般送配電事
業者から一括入力値が入ったものが返ってきます。このため、ステータス3は毎日（前日6時以降、前日12時までに）、提出
する必要があります。

8-4
FIT特例① 年間、月間、週間計画にも、「（翌日FIT）発電販売計画」のようなFIT用の

入力支援ツールがあるのか。
年間、月間、週間計画では、ステータス管理は行いませんので、FIT用の入力支援ツールはありません。通常の（FIT特例
①以外の発電所と同じ）入力支援ツールを利用してください。

8-5

FIT特例① FIT特例①の自然変動電源と卒FIT電源について、「（翌日FIT）発電販売
計画」を利用して一括して計画提出したいが、問題ないか。

1つのファイルで提出することは可能ですが、以下の制約が有りますので、ご留意ください。
・「(翌日FIT)発電販売計画」を提出する必要があります（FIT特例①のステータス管理のため）
・ステータス1では、販売・調達計画に計画値が入力不可となります。
・ステータス2の作成中はFIT特例発電BG以外の発電BGの計画変更が不可となります。

8-6
FIT特例① 翌日FIT発電販売計画において、通常の発電販売計画と同様、同一取引

先を複数列に記載することは可能か。
翌日FIT発電販売計画については、同一取引先を複数の列に記載するとエラーとなりますのでご留意ください。

8-7

FIT特例① 仮にステータス1の提出が間に合わない場合や失念した場合、どういった
流れになるのか？広域機関から連絡はあるのか。

当機関からの連絡はありませんので、必ず期限までにご提出ください。ステータス1のファイルは、2年度分を事前に作成・
登録ができますので、忘れずにご提出ください。また間に合わなかった場合は、前々日16時以降、前日2時までであれば、
一般送配電事業者は計画を受け付けますので、ステータス1をご提出ください。なお、発電BG等が変更になりましたら、提
出し直しが必要です。

8-8

FIT特例① 記載要領「4.2（翌日ＦＩＴ）計画値同時同量計画の記載例」では「太陽光
（全量買取り）」の発電計画はゼロとなっているが、発電計画値の合計が
ステータス2のBG合計と合致すれば、数値を入力しても良いか。

問題ありません。記載例の各エリア（ステータス3）における【発電計画、発電上限、発電下限、優先順位】の説明をご確認く
ださい。

8-9
FIT特例① 一般送配電事業者からのステータス2の入力値には「全量買取の太陽光

発電」の想定値も入っている認識で良いか。
その通りです。

8-10

FIT特例① 記載要領「4.1 計画値同時同量計画 記載例③」の発電計画（例えば
12:00-12:30で2,000kWh）と④の調達計画（例えば12:00-12:30で
2,600kWh）が整合していないが、数値の差分はどこに由来するのか。

記載例③はステータス1時点であり、ＦＩＴ特例①の太陽光が未入力の状態です。一方、記載例④はステータス3時点であ
り、ＦＩＴ特例①の太陽光が入力された状態です。

8-11
FIT特例① 記載要領「4.1 計画値同時同量計画 記載例③」では翌日FIT分の計画に

販売計画が記載されていない。需要計画との紐付けはどうなっているの
か。

入力例では、FIT特例①を入力する発電販売計画はステータス1時点であり、販売計画を入力するステータス3の手前とな
るため、需要調達計画との紐づけがない形に見えているものです。

8-12

FIT特例① （翌日FIT）発電販売計画について、エリアの発電計画の内訳に記入する
発電所は個別の発電所ではなく、集約した発電所をひとつだけ記入する
のか。

沖縄エリア以外は、集約・計画入力コードだけでなく、個別の発電地点の入力が必要です。記載要領4.2に「 (翌日 FIT) 計
画値同時同量計画の記載例」を掲載しておりますので、こちらもご確認ください。

8-13

FIT特例①
（部分買取）

（1）　一般送配電事業者から送られてくる一括の発電計画を、どのように
按分するのか。
（2）　部分買取者の発電計画の合計値が、その発電所の発電計画と一
致させるにはどうしたら良いか。
（3　）小売電気事業者は仕訳情報を入力するとあるが、具体的にどのよ
うなことを行えばよいのか。

（1）　部分買取りの場合は、設備容量などによる按分ではなく、部分買取りの仕訳情報を入力します。一般送配電事業者
が入力した一括入力値は、部分買取り発電所の発電計画を差し引いた値に変更します。
（2）　FIT特例①では、発電BG毎に一般送配電事業者から配分される計画値となっていれば、部分買取者の発電計画の合
計値がその発電所の発電計画（発電量予測）と一致させなくても構いません。なお、部分買取り発電所の仕訳情報は正しく
入力することが必要です。
（3）　これまでと同じ「優先順位」「プロラタ」により仕訳情報を入力します。
（参考）記載要領 3.特例発電BG(FIT特例①)の計画作成方法

8-14

FIT特例①
（部分買取）

記載要領「3.特例発電BG(FIT特例①)の計画作成方法」において、発電
BGを構成する発電所が全て長方形の部分買取の場合、送配電入力（一
括）と一致しないことになるのか。

FIT特例①を適用する場合は、BG合計値は一般送配電事業者による一括入力値（太陽光の場合は一般的に山型）と一致
させていただく必要があります。全て部分買取の場合は、Σ（個別の計画値）≠BG計＝一般送配電事業者による一括入力
値となりますのでご注意ください。（想定を行う一般送配電事業者や部分買取の相手先となる事業者にご相談ください。）
（参考）ＦＩＴ特例制度を適用する場合の計画値同時同量制度について
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/kisaiyouryou/kisai_sonota.html

8-15

FIT特例①
（部分買取）

計画に対して発電実績が上ぶれた場合（余剰が発生した場合）、小売電
気事業者が買取る量は計画量か、発電実績量か。
また、FIT特例①を選んだ場合と②を選んだ場合で、買取量やインバラン
ス価格は異なってくるのか。

・FIT特例①②ともに、小売電気事業者が買い取る量は従来どおり発電実績量になります（部分買取の場合は優先順位の
設定に基づき実績値が配分）。FIT特例①の場合は実績に基づくインバランスが回避可能費用単価で精算されますが、FIT
特例②はインバランス単価で精算されます。
・詳しくは、第10回制度設計WGの資料6-2の第3章及び「小売全面自由化に伴う再エネ特措法施工規則等の改正に関する
説明会」の資料をご確認ください。
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/kihon_seisaku/denryoku_system/seido_sekkei/pdf/010_06_02.pdf

8-16

FIT特例①
（FIT送配電買取）

ＦＩＴ特例①におけるFIT送配買取１の計画提出について、
(1) 発電所マスタの「電源種別」欄は「FIT送配１」を選択するのか。
(2) FIT小売買取１とは別のFIT送配買取１用の発電BGを準備するのか。
(3) 発電販売計画には一般送配電事業者への販売計画を、需要調達計
画には一般送配電事業者からの調達計画を記載するのか。

(1)、(2)については、その通りです。
(3)については、これまでのFIT小売買取1と同じです。発電販売計画には小売電気事業者への販売計画を、需要調達計画
には発電契約者からの調達計画を記載してください。また、計画の作成方法（ステータス1～3など）もFIT小売買取1と同じ
です。
記載要領「3．特例発電BG（FIT特例①）の計画作成方法」、「FIT特例制度に関する広域機関システム マスタ申請について
（送配電買取／小売買取）」も併せてご確認ください。

8-17
FIT特例①
（提出状況の確認）

FIT特例①のステータス1のファイルをアップロードしたが、「計画受付/結
果通知一覧」画面に表示されない。

「（翌日FIT）発電販売計画」は小売電気事業者と一般送配電事業者の双方が計画を入力するため、登録状態（ステータス）
を管理する必要があり、「FIT計画登録一覧画面」に表示されます。なお、ステータス3が正しく登録されると、自動で翌日発
電販売計画が提出され、「計画受付／結果通知一覧」画面に「（翌日）発電販売計画」が表示されます。

8-18

FIT特例①
（ステータス１の先行登録）

記載要領「3.3.3.1 注意事項」　に「ステータス1のファイルは、2年度分を
事前に作成・登録が可能です」とあるが、年度分を事前に一括登録する
方法はあるか。　「（翌日FIT）発電販売計画」を1つずつ（1日ずつ）ファイ
ル作成してアップロードしないといけないのか。

年度分を一括登録する方法はありません。事前に作成・登録する場合も、1つずつファイル作成してアップロードしてくださ
い。

8-19
FIT特例①
（提出エラー）

ステータス2の登録値が発電所の契約電力を超過している。 代表させる系統コードとして発電所マスタの変更申請をされている場合（この場合、同時最大受電電力が「999,999,999」と
なっています。）は問題ありません。この変更申請をされていない場合は、設備容量などの方法で他発電所と按分してくだ
さい。

8-20

FIT特例①
（提出エラー）

ステータス2の太陽光の計画値が全てブランク(空白)となっている。 ステータス2において、一般送配電事業者は、一番左の系統コードに特例発電BG合計の配分値（一括入力値）を入力しま
す。小売電気事業者は、ステータス3では、記載要領「4.2（翌日FIT）計画値同時同量計画の記載例」を参照してブランク(空
白)となっている計画値を埋めてください。

8-21
FIT特例①
（提出エラー）

ステータス3で「小売事業者再確認/更新待ち」となったが計画は提出で
きているのか。

エラーのため提出できていません。
記載要領「6.2.2. (翌日FIT)発電販売計画の受付ステータス」をご確認ください。

8-22
FIT特例①
（提出エラー）

ステータス3の時点で分割番号が変わっても問題ないか。 分割番号はステータス1～3で変えないでください。
また、01からの通し番号とすることを推奨します。分割しない場合は00です。

9-1

FIT特例①運用変更
（前日6時再通知）

前々日16時～前日6時は、ステータス3提出禁止時間帯となっているが、
小売電気事業者が誤って提出した場合はどうなるのか。

広域機関システムは、ステータス3提出禁止時間帯においても、計画を受け付けます。その際、前々日16時のステータス2
のデータで受け付けします。
詳細は「FITインバランス特例制度1の運用方法の変更について」をご参考ください。
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2019/191129_FITinbaransu_setsumeikaikaisai.html

9-2

FIT特例①運用変更
（前日6時再通知）

ステータス2の再通知が、一般送配電事業者から前日6時になっても登録
されない場合、小売電気事業者の計画提出の対応はどうすればよい
か。

一般送配電事業者のシステムトラブル等で、前日6時を過ぎてもステータス2の再通知が登録されない場合、小売電気事業
者の作業時間確保のため、前々日16時のステータス2の発電計画値でステータス3を提出してください。また、一般送配電
事業者は、ステータス2の再通知が行われないまま前日6時を過ぎてしまった場合には、小売電気事業者の作業中にス
テータス2の計画値の変更を防止する観点から、再通知をしないことにしています。
詳細は「FITインバランス特例制度1の運用方法の変更について」をご参考ください。
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2019/191129_FITinbaransu_setsumeikaikaisai.html

9-3
FIT特例①運用変更
（前日6時再通知）

小売電気事業者がシステムトラブル等で、前日6時のステータス2の再通
知を取得できなかった場合の対応はどうすればよいか。

広域機関システムでは、前日6時再通知のシステム登録日時を保持しているため、その時刻後の日時で更新されたステー
タス3を提出しなければシステムエラーとなります。したがって、小売電気事業者の都合で前日6時のステータス2が取得で
きなかった場合は、エリアの一般送配電事業者にお問い合わせの上、ステータス3を提出してください。

9-4
FIT特例①運用変更
（前日6時再通知）

前々日16時のステータス2と、前日6時のステータス2とでは、画面上の表
示などでの認識はできるのか。また、前日6時のステータス2の再通知を
複数回行うことはあるか。

上書きなので、ファイル名は変わりません。再通知ファイルかどうかは、ファイルのシステム登録日時で判断していただくこ
とになります。また、基本的には、ステータス2の再通知を2回以上行うことはありません。

9-5
FIT特例①運用変更
（前日6時再通知）

一般送配電事業者が変更した2回目のステータス2の値が桁違いなど明
らかに誤っていた場合、どう対応すればよいか。

誤っていた場合には一般送配電事業者にお問い合わせの上、対応を協議するようにしてください。

9-6
FIT特例①運用変更
（水力、地熱、バイオマスの変更）

小売電気事業者は、水力、地熱、バイオマスの計画変更をするために、
前日2時までにステータス1(2回目)を提出したにも関わらず、前日6時以
降にステータス2(2回目)が取得できない場合は、どうしたらよいか。

一般送配電事業者が2回目のステータス2を提出する必要があるため、エリアの一般送配電事業者へ連絡して、2回目のス
テータス2の提出を依頼してください。

9-7
FIT特例①運用変更
（水力、地熱、バイオマスの変更）

水力、地熱、バイオマスの変更を、前日2時以降にしたい場合の対応は
どうなるか。

インバランスの削減という目的では、前日2時以降の対応は基本的には行いません。しかし、明らかにデータの桁数を間違
えたなどの場合は、変更される時刻にもよりますが、エリアの一般送配電事業者に対応可能かどうか確認し、対処してくだ
さい。

9-8

FIT特例①運用変更
（水力、地熱、バイオマスの変更）

前日2時までの水力、地熱、バイオマスの計画変更時に、ステータス1を
再提出するが、それまでに使用していたタイムスタンプは破棄となるの
か。

また、現状１つのファイルにＦＩＴ特例①の自然変動電源分及び非変動電
源分を記入し計画提出しているが、前日2時までに非変動電源の計画変
更を実施する場合、自然変動電源分のステータスはどのようになるの
か。

前日2時までにステータス1を見直して提出する場合は、タイムスタンプは引き継ぎません。
新規にステータス1を作成し、再提出してください。

自然変動電源分も計画に載せて前日2時に提出することは可能です。その場合、自然変動電源分のステータスは「2→1」
へ変更されますのでご留意ください。
 前々日12時ステータス1→前々日16時ステータス2→（これまでのタイムスタンプは破棄して新規に）前日2時ステータス1
→前日6時再通知ステータス2

9-9

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

太陽光、風力の売れ残り量は、太陽光もしくは風力いずれのBG計から控
除するべきなのか。
また、控除量を太陽光、風力の個々の発電所に按分する必要があるか。

小売電気事業者の任意でかまいません。太陽光、風力のいずれでもかまいませんし、按分する必要はございません。
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9-10
FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

FIT特例①の太陽光、風力とFIT特例①の水力、地熱、バイオマスが同じ
0.01円/kWhで部分約定した場合、売れ残り量の控除対象は、FIT特例①
の太陽光、風力が対象か。

その通りです。

9-11

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

自社需要を上回るFIT特例①の太陽光、風力の発電計画を0.01円/kWh
で入札するのは強制なのか。また、0.01円/kWhで入札しているかどうか
を取り締まることになるのか。

太陽光、風力といった発電量をコントロールできない自然変動電源の限界費用は0.01円/kWhで入札することが整理されて
います。
詳細は「電力・ガス取引監視等委員会」の「第35回制度設計専門会合」資料7をご参考ください。
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/035_07_00.pdf

9-12

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

自社需要を上回るFIT特例①の太陽光、風力の発電計画を0.01円/kWh
で入札するのは、九州等の再エネ出力抑制が発生しているエリアだけで
なく、全エリア対象ということでよいか。

沖縄を除く、全エリアが対象です。発電量をコントロールできない電気の限界費用は0.01円/kWhで入札することが整理され
ています。

詳細は「電力・ガス取引監視等委員会」の「第35回制度設計専門会合」資料7をご参考ください。
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/035_07_00.pdf

沖縄エリアは前日スポット市場取引がないため、自社需要を上回るFIT特例①の太陽光、風力の発電計画値は控除してく
ださい。

9-13
FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

他の小売電気事業者との間で買取契約をしている場合は市場に売る必
要はないか。

他社に売る契約がある場合は、自社需要の範囲であるため、問題ありません。

9-14

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

代表契約者として需要調達計画を提出しているが、需要バランシンググ
ループに所属する他の小売電気事業者はFIT特例①の自然変動電源の
発電計画の提出を行っている。当該小売電気事業者はJEPXの非会員で
あり、全量を需要バランシンググループに販売している。
前日スポット市場でバランシンググループ全体の余剰電力を入札し、売
れ残りが発生した場合に、当該小売電気事業者の発電販売計画につい
て、売れ残り量をFIT特例①の自然変動電源の発電計画から控除する形
で計画を再提出する必要があるのか。

FIT特例①発電事業者（非JEPX会員）は全量電力卸売りを実施しており、発電販売計画について、前日スポット市場売れ
残り分の修正は行ないません。売れ残った際には1時間前市場等で代表契約者が対応し、同時同量を達成する必要があ
ります。

9-15

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

太陽光、風力と火力等電源の発電計画の全量を需要調達計画へ充当し
たうえで、需要BGが前日スポット市場へ入札するケースにおいて、部分
約定した場合、どの電源が余ったかというのは、小売電気事業者が判断
するのか。

余剰分が太陽光、風力なのか火力等電源なのかの判断は小売電気事業者の判断となります。
自社需要を超える太陽光、風力の余剰分を0.01円/kWhで売り入札した結果、売れ残った量については発電計画からの控
除対象のため、太陽光、風力から控除してください。
自社需要を超える火力等電源の余剰分を任意の価格で売り入札した結果、売れ残った量については発電計画からの控除
対象外となるため、ＧＣまでに計画内不一致を解消する必要があります。

9-16
FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

広域機関は、売れ残り量や控除量の妥当性を後日チェックする可能性は
あるのか。

当機関のみならず、電力・ガス取引監視等委員会や資源エネルギー庁など、関係機関が連携して監視し、繰り返し違反し
ている場合は、注意喚起していくこととなります。

9-17
FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

FIT特例①太陽光、風力の売れ残り量が、取引所の最低取引単位では
全量控除できないと思うが、売り入札量の端数の丸め処理は小売電気
事業者の判断でよいか。

小売電気事業者の判断となります。

9-18

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

太陽光、風力が自社需要の範囲内であれば、0.01円/kWhで前日スポット
市場へ入札する必要はなく、自社需要を超える太陽光、風力の部分は、
0.01円/kWhで前日スポット市場へ入札しなければならないということか。

自社需要の範囲内であれば、0.01円/kWhでなくても構いません。自社需要を超える太陽光、風力の部分は、0.01円/kWhで
入札するとともに、約定しなかった場合の控除も太陽光、風力のみとなります。

9-19

FIT特例①運用変更
（ステータス3、太陽光、風力の控除）

これまでは、ステータス2で一般送配電事業者より配分された計画値と、
ステータス3で提出する計画値が違っていると計画提出エラーになる認
識だったが、ステータス3提出時に売れ残り量を控除した場合、ステータ
ス2とステータス3で違った計画値になってしまうが、計画を受け付けるの
か。

運用変更に伴い、2020年3月31日からステータス2とステータス3の値不一致に関するエラーは検出されないようにしていま
す。しかし、タイムスタンプに関するエラーは依然として検出するため最新のステータス2を使用してご提出ください。

10-1
FIT特例② FIT特例②電源は「（翌日）発電販売計画」と「（翌日FIT）発電販売計画」

のどちらを使用するのか。
「（翌日FIT）発電販売計画」はFIT特例①電源が含まれる場合に使用します。FIT特例①電源を保有せず、FIT特例②電源と
FIT特例以外の電源の場合は、通常の「（翌日）発電販売計画」で計画を作成、ご提出ください。

10-2
FIT特例② FIT特例②電源の場合、翌日計画では発電上限、下限には何を入力す

れば良いのでしょうか。
考え方はFIT特例①と同じです。

11-1

FIP FIP電源は、FIP用の発電BGを申請し、発電販売計画を提出する必要が
あるのか。

FIP電源は、FIP電源以外の一般電源と同様に発電BGを組成可能と認識していますが、BG組成については一般送配電事
業者との契約に基づきますので、契約先の一般送配電事業者にご確認ください。
（参考）エネルギー供給強靱化法に盛り込まれた再エネ特措法改正に係る詳細設計 P.14
「柔軟な BG 組成（FIP と FIP 以外のリソースとの同一 BG 組成）」
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/20210226_report.html

11-2
FIP FIP電源の計画提出は、FIT特例①のように切り分けて発電計画を提出

する必要があるか。
FIP電源の計画は切り分ける必要はなく、通常の発電販売計画の提出で問題ありません。
(翌日FIT)発電販売計画(0152)ではなく、(翌日)発電販売計画(0150)を提出してください。

11-3

FIP FIP電源の場合、発電所マスタの電源種別は「非調整電源」で良いか。 発電所マスタの電源種別については、一般送配電事業者との契約等に合わせて登録いただく必要がありますので、契約
エリアの一般送配電事業者へご確認ください。
（参考）マスタ申請・登録に関するよくあるお問い合わせ「よくある主なお問い合わせ（9）」
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/master_shinsei_touroku/index.html

12-1

適正な計画提出 前日スポット市場で予定分を調達できなかった場合において、翌日計画
の「需要計画」をいったん減らし（「調達計画」と一致するように作成し）、
当日計画で1時間前市場の調達に合わせて需要計画を本来の数値に戻
すことで良いか。

翌日計画の提出時点において、需要計画に対し供給力を確保することが原則となりますが、その時点では必要な供給力
が調達できず、結果として需要計画と調達計画にずれが生じた場合には、需要計画は予測した値から変えることなく翌日
計画を提出していただき、ゲートクローズまでに市場調達の活用などにより供給力を確保した上で、計画内不一致の状態
を解消してください。
（参考）適正な計画提出について
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/oshirase/2017/170614_tekisei_teishutsu.html

12-2

適正な計画提出 供給力を調達できなかったとき、正しい需要計画と計画内一致のどちら
を守るべきか。需要計画を調達計画と一致させて提出してよいか。

正しい需要計画です。調達状況に応じて需要計画を変更するのではなく、需要計画は当該時点での合理的な予測に基づ
く需要の想定として提出してください。

※需要を正しく予測し、需要に見合った供給力を確保してください。手順として需要計画を合理的に予測し、その需要に見
合う供給力を確保しなければなりません。供給力が確保できないという理由で需要計画を変更してはいけません。
※需要計画は、送配電等業務指針第138条第2項1号にて「合理的な予測に基づく需要の想定」を記載するものと定められ
ています。一方、計画内の一致については同第3項において「”原則として”～一致させなければならない」と定められてい
ます。

12-3
適正な計画提出 需要計画を調達計画と一致するようシステムを作ったのですぐには対応

できない。システム改修まで待ってもらえるのか。
需要を合理的に予測し、これに見合った調達を行うことは重要です。システム改修に先立ち、暫定的な対応を検討いただ
き、速やかに実施してください。

12-4
適正な計画提出 市場価格が高騰したときも、市場から買わなければいけないのか。 供給力は、常時バックアップ、相対調達、自社電源開発、市場調達など様々な手段で確保することが可能であり、適切に

確保してください。

12-5
適正な計画提出 適正な計画提出の注意喚起メールが来たが、対象となる閾値を教えて

ほしい。
運用上、暫定的に閾値を設けています。閾値をお伝えすることは、閾値内に抑えることを目標とする事業者が出かねない
ので、お答えできません。なお、閾値は適宜、見直しを行います。

12-6
適正な計画提出 計画内不一致を出した場合、どのように事業者に通知されるか。 計画内不一致については、実需給日の概ね2営業日後に注意喚起のメールをお送りします。計画内不整合や計画間不整

合のような、広域機関システムの自動チェックによる計画提出時の通知機能はありません。

12-7
適正な計画提出 計画内不一致を数多く発生させることで、指導・勧告が行われるようなこ

とはあるのか。
繰り返し発生させた場合には原因と再発防止策の報告を求め、内容の精査及び状況を確認し、必要な場合は業務規程第
179条に基づき、指導・勧告などを行うことがあります。

12-8

適正な計画提出 1時間前市場の取引単位（50kWh/コマ）以下の計画内不一致は許容して
くれるのか。

計画内は原則一致させる必要がありますが、需要に合わせて調達した結果として需要計画と調達計画に1時間前市場の
取引単位以下の差異が生じる場合は、やむを得ないものとして取り扱います。
送配電等業務指針第138条第3項において、「原則として、翌日計画以降においては、調達計画と販売計画との差は需要
計画と一致させなければならない」とあるので、（端数分一致のために）常時バックアップや相対取引の締結等、原則として
需要計画と調達計画が一致するようご対応をお願いします。

12-9
適正な計画提出 インバランスを算入して計画一致を図るため、インバランスを調達計画に

入れられるようにしてほしい。
インバランスは供給力に含まれません。調達計画は、送配電等業務指針第138条第2項2号にて「需要計画に対応した供給
力の確保の計画」を記載するものと定められています。

12-10

適正な計画提出 不自然な需要計画とはどのように判定するのか。 屈曲した需要計画、箱型の需要計画などは明らかに不自然です。また、需要の実績と計画に定常的な乖離や大きな乖離
が発生していないかなどを確認いたします。
（参考）適正な計画提出について
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/oshirase/2017/170614_tekisei_teishutsu.html
（参考）適正な計画提出のためのよくある事例、改善例の掲載について
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/oshirase/2017/170906_tekisei_jirei_kaizenrei.html

12-11
適正な計画提出 計画内不一致を起こさないために調達を行いたいが、どのようにすれば

いいのかわからない。
常時バックアップ、相対調達、自社電源開発、市場調達（前日スポット市場、1時間前市場）などの多様な調達手段を活用
してください。

12-12

適正な計画提出 発電トラブル時は、発電計画を修正して提出し直さなければならないの
か。　発電計画を減少しても追加調達をしないと計画内不一致となってし
まうが、夜間は取引が行えない。

発電トラブルにより発電量の変化が見込まれた場合、発電計画の修正が必要となります。不足分については、1時間前市
場等をご活用ください。

13-1
経過措置計画 長期計画で登録した値より下げて経過措置計画を提出する場合、計画

変更理由の欄には何を記載すればよいのか。
計画変更理由欄には「需給バランス・同時同量変更」を記載してください。

13-2
経過措置計画 経過措置計画の提出期限は対象日の前々日12時となっているが、提出

漏れ等があった場合、期限以降に提出する事は可能か。
期限を過ぎた場合は提出できません。経過措置計画が提出されなかった場合、長期計画の登録値が反映されます。

13-3
経過措置計画 経過措置計画の減少通知を受けた結果、端数が生じた場合、卸電力取

引所での取引単位と合わないがどのように対応すればよいのか。
経過措置計画減少通知後において50kWh未満の端数が生じる場合、減少後の値を上目にして卸電量取引所取引単位に
合わせて取引を実行してください。例えば、経過措置計画減少後＝1,385kWhの場合は1,400kWhで入札を行います。
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14-1

部分供給通告値 ・翌日部分供給通告値以外に月間部分供給通告値も毎月提出するの
か。
・部分供給通告値の説明資料等はないのか。

・部分買取を行う事業者と一般送配電事業者との間の取決め事項になりますので、一般送配電事業者にお問い合わせく
ださい。
・説明資料については、当機関では持ち合せておりません。
（参考）「広域機関システムに関する事業者向け説明会 資料」のP.64（スライド40）
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2015/2015_1028_koiki_system_setsumeikai_02.html

14-2
部分供給通告値 以下はどのように記入するのか。

・負荷追随分供給者コード、負荷追随分契約識別番号1
・ベース分供給者コード、ベース分契約識別番号1

記入方法や契約識別番号については、一般送配電事業者にお問合せください。
当機関では、ファイルの形式等のチェックのみ行っており、内容の確認はすべて一般送配電事業者で実施しております。

15-1

電源Ⅰ´ 一般送配電事業者と契約している電源Ⅰ´はどのように発電販売計画に
反映するのか。

電源Ⅰ´に関わる電力供給は、一般送配電事業者の「調整力」という位置づけとなり、一般的な小売・発電事業用の電力
（託送供給約款）とは違う位置づけになります。
当機関に提出する各種翌日計画等は各種契約内容を反映するものになりますので、一般送配電事業者へ契約内容につ
いてご確認ください。

16-1

ノンファーム かいせつ電力ネットワーク「系統の接続ルールについて」の「ノンファーム
型接続となった電源の扱いについて」の資料
（https://www.occto.or.jp/grid/business/setsuzoku.html）について、FIT
特例①の場合、混雑予想の計画への反映は小売電気事業者になるの
か。

試行ノンファーム適用のFIT特例①電源については、混雑予想の発電販売計画への反映は不要です。
（参考）第23回 電力・ガス基本政策小委員会　系統ワーキンググループ
資料3　基幹系統の設備形成の在り方について P.8
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/shin_energy/keito_wg/023.html
※参考資料に記載の詳細に関するお問い合わせは、資源エネルギー庁へお願いいたします。

17-1

蓄電池 蓄電池に関する発電販売計画や需要調達計画等の計画作成・提出方
法、マスタ登録方法等について教えて欲しい。

蓄電池の取扱いについては、一般送配電事業者と締結した託送供給契約等に基づきますので、計画の記入方法等の詳
細は一般送配電事業者にお問い合わせください。
マスタについても提出する計画に合わせて登録をお願いいたします。
（参考）マスタ申請・登録の手引き
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/master_shinsei_touroku/index.html

18-1

融通指示 融通指示は、発電販売計画を構成する全ての発電BG、または代表契約
者制度を構成する全ての契約者が受ける可能性があるが、計画はそれ
ぞれ発電量調整契約の発電契約者、託送供給契約の代表契約者からし
か提出できない。送電・受電指示を受けた後の計画の修正は、各事業者
から提出できるのか。

広域機関システム上、計画提出者（発電量調整契約の発電契約者、託送供給契約の代表契約者）しか提出できません。

18-2

融通指示 販売計画（内訳）と調達計画（内訳）における「広域指示」はどのような
ケースで使用するのか。一般送配電事業者より受けた給電指令は「広域
指示あり」にする必要があるのか。

一般送配電事業者からの給電指令は「広域指示あり」には該当しません。
なお、広域指示とは、会員の需給状況が悪化した場合に、業務規程第111条に基づき、会員に対して当機関が指示を行っ
たときが該当します。

18-3
融通指示 融通指示検討開始に伴う受付中止通知『１時間前取引受付中止』のメー

ルを受信した。計画は受付されるのか教えて欲しい。
１時間前市場取引の受付を中止しているものの、広域機関システムの計画受付は可能な状態です。
１時間前市場の約定結果を反映して計画を提出してください。

19-1

計画提出の遅延 何らかのトラブルにより計画提出が遅れた場合はどうなるのか。
提出期限の延長はしてもらえるのか。

・発電販売計画等の提出が遅れた場合は、計画未提出の状態となります。翌日計画で計画未提出のまま実需給を迎える
とインバランス精算の対象となる計画値がない状態となってしまいますので、前日17時以降速やかに当日計画を提出する
必要があります。

個社の事情で提出期限を延長することはできません。なお、インターネットによるファイルアップロード方式（入力支援ツー
ル）を準備しておりますので、システムトラブル等が発生した場合には、こちらを使ってご提出ください。

20-1

電源との紐づけ 発電販売計画において、FIT電源を含む電気を自社で使用することに加
え、他社にも販売している。FIT電源の電気を優先的に自社の小売に充
てたいときは、発電BGで区分けすればよいか。あるいは、優先順位等の
調整により対応できるのか。

計画値同時同量では、これまでの実同時同量と異なり、電源の紐付けがなくなります。（発電販売計画内の発電計画（発
電BG、発電所）と販売計画の間に電源の紐づけはありません。）
優先順位は、一般送配電事業者が発電実績を電力買取り者間で仕訳けるために用いられるものです。（電力を小売電気
事業者間で配分するためのものではありません。）

20-2
電源との紐づけ 地産地消メニューとして、A電源をB県の需要に優先的に消費するために

は、どのような計画提出を行えばよいか。
需要調達計画の需要計画には内訳がないこと、小売電気事業者は１エリアで１つの需要調達計画しか出せないことから、
B県の需要とそれ以外を分けることはできません。

21-1
近接性評価割引 A発電所に近接性評価割引を適用する場合、需要調達計画の調達計画

ではどの様に入力すればよいか。
近接性評価割引を適用する場合の計画の記載方法につきましては、一般送配電事業者にお問い合わせ下さい。

22-1

混雑処理 混雑処理が発生した場合、広域機関から事業者に連絡が来るとのことだ
が、その場合の事業者の連絡先はどこか。
現状、登録している電話番号は平日昼間のもので、夜間・休日にもつな
がる電話番号を登録する方法を教えてほしい。

混雑処理時は当機関より、広域機関システム「計画管理」＞「メールアドレス登録」＞「メールアドレス登録」画面で登録され
たアドレスにメールにて連絡いたします。混雑処理時の電話連絡はありません。
また、夜間用の電話番号登録は設けておりません。

23-1

間接送電権 間接送電権が減少されたが、何か理由があるのか。もっと早く連絡を受
けることはできないのか。

間接送電権は連系線の空容量が不足している場合、減少することがあります。
例：間接送電権発行後の連系線作業の追加
減少処理の連絡については、JEPXから実施することになっていますので、当機関から早めに連絡することはできません。

24-1

インバランス精算 前日スポット市場で予定分を調達できなかった場合において、1時間前
市場で約定がなかった時や時間前市場の取引単位（0.1MW、50kWh/30
分）以下の計画内不一致のインバランス精算はどのような扱いになる
か。

インバランス精算方法については、一般送配電事業者が公表している託送供給等約款に規定されております。詳細につい
ては該当するエリアの一般送配電事業者にお問い合わせください。

24-2

インバランス精算 2社間の調達と販売の計画が不整合（計画間不整合）の場合、双方にて
計画修正をしなかった場合どちらの計画が採用されるのか。

計画間不整合の場合は、計画は不整合のまま受付されます。（広域機関システムでは、整合性を確保するための計画値
の書き換えは行いません）
なお、計画間不整合の場合のインバランス精算の取扱いにつきましては、一般送配電事業者が定める約款に基づきます
ので、エリアの一般送配電事業者にお問い合わせください。
（参考）インバランス精算における例外的な計画不整合の取扱い（東京電力パワーグリッドウェブサイト）
　https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/notification/pdf/huseigou.pdf

25-1
作業停止計画 作業停止計画の提出後、一般送配電事業者より修正の依頼があった。

広域機関システムでの操作手順について教えて欲しい。
作業停止計画記載要領を参照ください。
http://www.occto.or.jp/occtosystem2/kisaiyouryou/kisai_sonota.html

26-1

系統情報サービス 系統情報サービスの「需給関連情報」＞「需要実績参照」＞「需要実績
（年間、月間、日別）」で公表されている「需要実績」の定義を教えてほし
い。

・需要実績： エリア内の需要実績（＝エリア内の発電実績（送電端※）－揚水動力＋連系線による受電分（当該エリアの受
電分－当該エリアからの送電分）

27-1

問い合わせ 計画提出に関して問い合わせをしたい。 計画作成・提出に関するお問い合わせは「計画受付問い合わせ窓口」で受け付けます。
・対応時間：営業日の9時～17時40分
・専用メールアドレス：keikaku-uketsuke@occto.or.jp
（メールは営業時間外も受け付けますが、返答は翌営業日以降となります。）
※対応時間内の電話対応も実施しております。詳細は以下のURLをご確認ください。
https://www.occto.or.jp/occtosystem2/otoiawase/index.html
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